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呼吸器感染症に対するME1207の 臨床的検討
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ME1207の 呼 吸器 感染 症 に対す る有 用性 を検 討 した。対 象は呼 吸器 感染症8例 。疾 患 は慢 性

気管支炎6例,急 性 気管 支 炎1例,気 管支拡 張症1例 。起 炎菌 の検 出はTTAで 実施 し,5菌 種

9株 を検 出 した。 方法 は,本 剤 を1日300mg又 は600mgを3回 に分 け て経 口投 与 した。1日

300mgは6例,600mgは2例,投 与期 間は10～11日 で あった。臨床効 果 は有効5例,や や 有

効3例 。 副作 用は 認め なか ったが,臨 床検 査値 の軽 度 異常変 動が2例(GOT上 昇,好 酸球 増 多

・GPT上 昇)に 認め られ た。
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ME1207は 明 治 製菓 株 式 会 社 で 開 発 さ れ た新 規 の

エステル型経 ロセ フェム剤 で あ る。 本剤 は 内服後 腸管

か ら吸収 され腸 管壁 のエ ス テラー ゼ に よ り加 水分 解 さ

れ抗菌活性体ME1206と な るプ ロ ドラ ッグであ る。本

剤の活性本体ME1206は グ ラム陽性 ・陰性菌 に対 し広

範囲 の抗 菌 スペ ク トル を 有 し,特 にStaphylococcus

aureus, Staphylococcus epidermidisに 対す る抗菌 力 は

従来の経 ロセフェ ム剤 に 比 し,優 れ てい る とされ てい

る1,2)。今 回,我 々 は呼吸器 感染 症 に対 す る本剤 の有用

性 を検討 したので報告 す る。

対象は,予 め 治験 の概要 を説明 し,本 剤 投与 の 同意

の得 られ た呼吸 器感染 症 患者8例 で あ る(Table1>。

年齢 は59～76歳,男 性6例,女 性2例 で あ る。疾 患

は,慢 性気管支 炎6例,急 性 気管 支炎1例,気 管支拡

張症1例 である。基礎 疾 患 ・合 併 症 は全例 に認 め られ,

その内容は肺癌2例,慢 性 副 鼻腔 炎2例,陳 旧性 肺 結

核症2例,珪 肺 症,間 質性 肺 炎が それ ぞれ1例 ずつ な

どである。重症 度 は全例 中等症 であ った。 起炎 菌 の検

出は経気管吸 引法(Transtracheal aspiration, TTA)

で実施 した。TTA検 出菌 は5菌 種9株 が検 出 され,単

独菌検 出は8例,複 数 菌検 出は1例 であ る。菌 別 には,

Haemophilus influemae 5株,Streptococcus

pneumoniae 1株,Branhamella catarrhalis 1株,

Haemophilus parainfluenzae 1株,Acinetobacter

anitratus 1株 で あ る。複数 菌検 出 の1例 は,H. influen-

ｚae+A. anitratusで あ る。

方法は,本 剤1回100mgま たは200mgを1日3回

食後に経 口投与 した。投 与量 は300mg/日 が6例,600

mg/日 が2例 であ る。 投与期 間 は10～11日 で あ る。

臨 床効 果の判 定 は,咳 嗽,喀 出痰 の量 お よび性状,

発熱 呼 吸困難 な どの 自覚 症状,CRP,白 血球数 胸

部X線 像 な どの 諸検査 を指標 とし,以 下 の基 準に よ り

4段 階 に区分 した。

著 効:1週 間以 内に ほ とん どすべ て の症状 所 見 が改

善 した場合 。

有 効:著 効 基準 に達 して いな いが,本 剤投 与 にて充

分 な治療効 果 が得 られ た場合。

や や有 効:本 剤投 与 にて何 らか の改善 が得 られ た場

合。

無効:改 善 が全 く得 られ なか った場合 。

副作用 ・臨床検査 値 異常 の検 討 で は本 剤使 用 中の副

作 用につ い て,臨 床 経過 を詳細 に観 察 し,試 験薬 剤 に

よ る と思 わ れ る随伴 症状 の 出現 に注意 した。 また,臨

床検 査値 異常 は投 与前 後に おけ る血液検 査(赤 血球 数

ヘ モ グ ロビン,ヘ マ トク リッ ト,白 血球 数 血 液像 〉,

肝 機 能 検 査(GOT,GPT,ALP),腎 機 能 検 査

(BUN,ク レア チニ ン)な どの検査 を行 い.試 験 薬剤 に

よ る影響 の 有無 を調べ た。

結果 は,臨 床効 果 では有 効5例,や や有効3例 であ

った。疾 患 別 では,慢 性気 管支 炎6例 中有効4例,や

や 有効2例,急 陛気管 支 炎1例 中1例 に有 効,気 管 支

拡 張症 は1例 中1例 にやや 有効 で あっ た。 細菌 学的 に

は,検 出 され た9株 中消失6例(7株),菌 交代1例(1

株),不 変1例(1株 〉であ った。やや 有効 の3例 の う

ち,症 例5は,肺 癌 を基礎 疾 患に もつ慢性 気 管支 炎例

でTTAよ りH.influenzaeを 検 出 し,本 剤 投与 に よ
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Table 1. Clinical results of ME1207 treatment

TTA: transtracheal aspiration

Table 2. Laboratory findings before and after treatment

B: before A: after
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り解熱す る も,膿 性痰 が持 続,CRPの 改善 も充分 で な

いため,や や 有効 と した。 また,症 例6は,肺 癌,陳

旧性肺結核 を基礎疾 患 に もつ慢性 気 管 支 炎でTTAよ

りH.parainfluenzaeを 検 出 した が,本 剤 投 与 に よ り

菌は消失す る も,微 熱,膿 性痰 が持 続 したため,や や

有効 とした。症例8は,気 管 支拡 張症 でHinfluenzae

の持続感染例 であ るが,膿 性痰 は充分 に改 善せ ず,菌

も消失 しなかった ため,や や 有効 と した。

副作用 は全例 に おい て認め られ なか った。 臨床検 査

値異常 としては,1例 にGOTの 上 昇,1例 に 好酸球 の

増多お よびGPTの 上昇 が 認 め られ た が,い ず れ も軽

度なもので臨床的 に特 に問題 はなか った。

呼吸器感染症 にお いて外 来治療 の 対 象 とな る軽 ～中

等症の急性感染症 の起 炎菌 と して は,S.pneumoniae,

H.influenzae,B.catarrhalis,S.aureusな どが 主 であ

る。経 口の抗菌 剤は それ らの菌 種 に対 してバ ラ ンスの

とれた抗 菌 力 を有 して い るのが望 ま しく,本 剤 は,こ

れ らの菌種 に対 して優 れた抗 菌力 を有 してい る とされ

てい る。 今 回の我 々の検 討 か ら,呼 吸 器感染 症 に対 す

る本剤 の臨床 効果 にお い て,良 好 な成 績が得 られ,ま

た,安 全性 の面 にお いて も優 れ てい る こ とが示 唆 され

た。

以 上 よ り,本 剤 は 呼 吸 器 感 染 症 の 治 療 に 有 用 な 薬 剤

で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。
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We clinically evaluated ME1207 in 8 patients with respiratory  infections: chronic bronchitis (6),

acute bronchitis (1), bronchiectasis (1). The causative organisms were detected by the transtracheal

aspiration (TTA) method in all the cases. The daily dose was 300mg or 600mg with a treatment

duration of 10•`11 days. Clinical efficacy was good in 5 and fair in 3 patients. No side effects were

observed but slight abnormal laboratory findings were observed in 2 cases.


